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町
の
新
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
初
予
算
の
の
び
が
四
二
・
一
％
と
い
う

目
下
編
成
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
　
異
常
に
高
い
率
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
も

一
月
二
十
五
日
現
在
で
取
り
ま
と
め
た
　
し
こ
れ
を
基
準
ど
す
る
な
ら
ぱ
、
ナ
マ

一
般
会
計
の
要
求
額
は
五
億
七
百
万
、
　
の
要
求
額
五
億
七
百
万
円
で
さ
え
一
四

こ
れ
を
査
定
し
た
結
果
は
四
億
六
千
四
　
％
め
の
び
に
し
か
な
ら
な
い
。
し
た
が

百
二
十
一
万
五
千
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
　
っ
て
実
質
的
の
び
率
は
や
は
り
相
当
に

は
前
年
度
当
初
額
に
比
較
し
て
四
・
七
　
高
い
水
準
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

％
の
の
び
と
な
る
。
国
の
予
算
の
の
び
　
し
か
も
査
定
の
段
階
で
四
千
三
百
万
と

一
八
・
四
％
、
県
予
算
の
一
二
％
に
比
　
い
う
財
源
超
過
額
を
削
減
す
る
作
業
の

べ
て
き
わ
め
て
低
い
の
び
率
の
よ
う
に
　
難
航
ぶ
り
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
が

見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
前
年
度
当
　
あ
っ
た
。
そ
れ
は
要
求
額
が
い
ず
れ
も
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地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
に
関
連
し
た

　
切
実
な
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
特
別
会
計
は
、
新
年
度
か
ら

　
仙
田
地
区
簡
易
水
道
と
歯
科
診
療
所
を

　
加
え
て
計
七
件
と
な
り
、
そ
の
合
計
は

　
二
億
を
越
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が

　
農
業
共
済
会
計
を
除
く
各
会
計
に
つ
い

　
て
は
い
ず
れ
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

　
入
れ
を
必
要
と
す
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
苦
し
い
収
支
の

　
　
情
勢

　
　
四
十
六
年
度
予
算
の
生
み
の
悩
み
を

　
収
支
の
面
か
ら
分
析
し
て
み
る
と
お
お

　
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
財
政

　
需
要
す
な
わ
ち
支
出
面
の
膨
張
に
つ
い

て
は
、
①
人
件
費
の
膨
張
②
学
校
統
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

お
い
で
の
際
は
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
ど
う
ぞ
、
ご
一
諸
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
十
時
半
と
三
時
に
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
役
場
で
、
職
場
体
操
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
っ
て
、
役
　
｝

場
の
職
員
は
、
意
外
に
心
臓
や
肺
の
持
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
力
の
な
い
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
瞬
発
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
も
弱
い
と
指
摘
さ
れ
た
。
　
　
　
　
一

　
健
康
と
体
力
の
増
強
が
語
ら
れ
、
職
一

場
体
操
の
実
施
を
決
め
た
の
は
、
昨
年
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮
れ
の
庁
内
連
絡
会
議
で
の
こ
と
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
こ
と
し
に
は
い
っ
て
、
さ
っ
そ
く
取
輌

り
入
れ
た
の
が
〃
つ
か
れ
を
な
く
す
体
一

操
〃
で
、
時
間
は
三
分
と
二
十
一
秒
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
毎
日
、
午
前
と
午
後
に
各
一
回
、
手
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
の
運
動
、
か
ら
だ
を
ね
じ
る
運
動
、
　
一

腰
を
た
た
い
て
ま
げ
る
運
動
等
々
、
リ
一

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
励
ん
で
い
る
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

i
　
－
　
隆
　
ー
聾
　
5
　
－
　
1
　
書
　
ユ
　
監
　
畢
　
置
　
昼
　
唇
　
　
　
ー
　
璽
　
冨
　
－
　
霊
　
5
　
隆
　
『
　
魯
　
，
　
監
　
8
　
i
｝
　
量
　
監
　
，
　
置
鴫

と
老
朽
校
舎
改
築
に
伴
う
教
育
費
の
大

幅
増
③
道
路
整
備
・
雪
害
対
策
等
を
主

体
と
す
る
土
木
費
の
の
び
④
老
人
福
祉

児
童
福
祉
の
充
実
に
伴
う
民
生
費
の
増

⑤
水
道
建
設
・
国
保
会
計
等
に
対
す
る

繰
り
出
し
⑥
開
発
公
社
事
業
に
伴
う
財

産
取
得
費
の
増
加
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
収
入
面
で
は
、
①
四

十
五
年
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
減
に
伴

う
地
方
交
付
税
の
の
び
悩
み
②
標
準
税

率
の
採
用
と
減
税
期
待
に
よ
る
町
税
の

の
び
の
鈍
化
③
自
動
車
取
得
税
交
付
金

の
停
滞
④
税
外
負
担
の
軽
減
等
の
問
題

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
財
政
需
要
の
大
幅

上
昇
に
対
し
て
、
収
入
面
で
は
期
待
を

下
ま
わ
る
の
び
し
か
な
い
と
い
う
状
況

で
、
こ
れ
が
予
算
査
定
を
予
想
以
上
に

難
航
さ
せ
た
原
因
で
あ
っ
た
。

　
住
民
の
た
め
の
健

　
全
財
政

　
町
財
政
の
究
極
の
目
標
は
、
い
か
に

し
て
地
域
の
発
展
を
は
か
り
、
住
民
の

福
祉
を
増
進
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
だ
け
が
い
か

に
健
全
で
あ
っ
て
も
、
住
民
の
福
祉
が

犠
牲
に
さ
れ
た
の
で
は
意
味
が
な
い
。

伝
統
の
黒
字
財
政
を
守
る
た
め
に
、
公

共
施
設
の
整
備
を
あ
と
ま
わ
し
に
し
た

り
、
住
民
に
負
担
を
転
嫁
し
た
り
し
て

い
る
地
方
公
共
団
体
の
例
も
あ
る
と
い

う
。
健
全
財
政
が
そ
う
い
う
形
で
維
持

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
住
民
の
た

め
の
も
の
で
は
な
い
。
川
西
町
の
場
合

実
質
的
に
総
合
開
発
計
画
の
第
一
年
度

で
あ
っ
た
四
十
五
年
度
か
ら
財
政
が
大

幅
に
膨
張
し
、
予
算
の
編
成
難
が
深
刻

の
度
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
計
画
と

い
う
フ
ル
イ
を
通
し
て
す
べ
て
の
分
野

に
キ
メ
細
か
い
施
策
が
施
さ
れ
た
結
果

で
あ
る
と
信
じ
た
い
。

お
知
ら
せ

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

昭
和
四
＋

六
年
度
分

の
固
定
資

産
税
算
定
の
も
と
に
な
る
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

◎
日
時
…
…
⊥
二
月
一
日
か
ら
二
十

　
　
日
ま
で
。
休
日
を
除
く
日
の
午

　
　
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
（
土

　
　
曜
は
午
前
中
）
ま
で
。

◎
場
所
…
…
：
税
務
課

　
評
価
額
、
課
税
標
準
額
と
も
、
原

則
的
に
は
前
年
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
宅
地
、
山
林
の
一
部
、
新
増
築

家
屋
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

①
宅
地
お
よ
び
山
林
の
一
部
に
つ

　
い
て
、
課
税
標
準
額
が
一
〇
～

　
三
〇
％
の
範
囲
内
に
お
い
て
上
昇

　
し
て
い
ま
す
。

②
新
増
築
家
屋
は
、
前
年
度
の
新

　
増
築
分
に
く
ら
べ
、
建
築
費
の
上

　
昇
等
に
よ
っ
て
、
課
税
標
準
額
が

　
一
〇
～
一
五
％
程
度
上
回
り
ま

　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
振
興

農
用
地
利
用
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
整

画
の
縦
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
に
関
す

る
法
律
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
い

て
、
農
用
地
利
用
計
画
を
公
示
し
．

縦
覧
に
供
し
ま
す
。
縦
覧
の
期
間
は

今
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で

場
所
は
役
場
で
す
。

　
縦
覧
の
結
果
、
計
画
区
域
内
に
あ

る
土
地
の
所
有
者
、
そ
の
他
そ
の
土

地
に
関
し
権
利
を
有
す
る
か
た
で
、

計
画
に
異
議
の
あ
る
か
た
は
、
農
業

委
員
会
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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町
議
会
報
告
・
第
一
回
臨
時
会

町
長
選
投
票
は
記
号
式
に

　
昭
和
四
十
六
年
の
初
議
会
、
第
一
回
町
議
会
臨
時
会
は
一
月
二
十
六

日
に
招
集
さ
れ
（
会
期
一
日
）
、
条
例
制
定
二
件
と
請
願
四
件
を
審
議

し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
、
　
「
記
号
式
投
票
に
関
す
る
条
例
」
を
議
決

し
、
同
条
例
は
、
さ
る
五
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
結
果
、
川
西
町
長

選
挙
に
つ
い
て
、
記
号
式
投
票
を
採
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
請
願
三
件
を
採
択

　
　
　
　
一
件
は
審
査
延
長

　
「
記
号
式
投
票
に
関
す
る
条
例
」
は

川
西
町
長
選
挙
の
投
票
に
つ
い
て
、
点

字
投
票
と
不
在
者
投
票
を
除
き
、
記
号

式
投
票
に
よ
る
と
い
う
の
が
全
内
容
で

プ
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
条
例
は
隔
川
西
町
町

政
事
務
嘱
託
員
条
例
」
で
、
従
来
か
ら

あ
っ
た
嘱
託
員
制
度
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

高
橋
善
治
氏

室
島
出

身
、
明

治
四
＋

一
年
四

月
二
＋

三
日
生

ま
れ
、

六
十
二
歳
、
こ
れ
ま
で
、
旧
仙
田
村
議

会
議
員
、
室
島
区
長
な
ど
を
歴
任
。
町

議
会
に
は
、
四
十
四
年
八
月
初
当
選
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
所
属
。
ほ
か

に
、
仙
田
小
学
校
P
T
A
会
長
、
仙
田

学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
の
要

職
に
あ
り
ま
し
た
。

隣
り
の
委
員
会
室
で
死
亡
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
事
故
は
、
川
西
農
協
農
機
車
両

整
備
工
場
に
関
す
る
請
願
を
審
議
中
の

で
き
ご
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
高
橋
善

治
議
員
み
ず
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、

所
管
の
産
経
委
員
長
答
弁
が
あ
っ
た
直

後
の
こ
と
で
し
た
。

簡
易
水
道
の
指
定

工
事
店
を
認
定

　
町
営
千
手
地
区
簡
易
水
道
の
流
末
工

事
指
定
店
を
、
末
尾
の
表
の
よ
う
に
認

定
し
、
委
託
し
ま
し
た
。

　
屋
内
引
込
み
線
の
新
設
、
増
設
や
修

理
等
は
、
こ
れ
ら
の
指
定
店
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
都
合
し
だ

い
、
担
当
区
域
外
の
指
定
店
へ
申
し
込

ん
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ま
た
、
昨
年
中
に
申
し
込
ま
れ
た
じ

　
　
　
　
　

や
口
を
、
ま
だ
全
部
取
り
付
け
て
な
い

と
こ
ろ
は
、
雪
消
え
を
待
っ
て
施
工
い

た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
と

　
　
　
　
担
　
当
　
区
　
域

蜘覇劇

禦
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
通
り

働
く
青
少
年
の

　
　
　
生
活
文
募
集

も
の
で
す
、

　
請
願
の
四
件
は
、
O
川
西
農
協
農
機

車
両
整
備
工
場
に
関
す
る
請
願
　
○
小

脇
養
蚕
協
業
桑
園
造
成
並
び
に
農
道
造

成
に
関
す
る
請
願
　
○
簡
易
プ
ー
ル
設

置
に
関
す
る
請
願
（
赤
岩
小
）
　
○
同

（
仙
田
小
）
　
以
上
で
、
い
ず
れ
も
、

前
回
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
う
ち
、
小
脇
の
養
蚕
協
業
等
に

か
か
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
消
雪
を
待

っ
て
現
地
を
確
認
し
た
う
え
で
採
否
を

決
し
た
い
と
い
う
産
経
委
員
長
の
申
し

出
ど
お
り
、
さ
ら
に
継
続
し
て
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
の
三
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
、

産
経
、
総
文
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査

報
告
が
あ
っ
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員

会
の
結
論
ど
お
り
採
択
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
高
橋
善
治
氏
が

　
　
　
　
議
席
で
倒
れ
る

　
町
議
会
議
員
高
橋
善
治
氏
は
、
こ
の

臨
時
会
の
本
会
議
開
会
中
、
午
後
○
時

十
分
、
卒
中
の
た
め
自
席
で
倒
れ
ら
れ

川
崎
診
療
所
長
の
手
当
や
家
族
の
介
抱

も
む
な
し
く
、
同
三
時
十
三
分
、
議
場

　
労
働
省
で
、
働
く
青
少
年
の
作
文
や

詩
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
働
く
生
活
の

実
情
、
体
験
を
通
じ
た
感
想
、
考
え
方

等
を
作
文
か
詩
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い

　
題
名
は
自
由
で
す
が
、
で
き
る
な
ら

0
私
の
生
き
が
い
　
○
私
の
余
暇
生
活

○
就
職
後
の
私
の
あ
ゆ
み
　
○
離
転
職

の
体
験
　
○
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
働
く

生
活
な
ど
と
し
、
　
一
人
一
編
で
、
未
発

表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
　
昭
和
二
十
六
年
四
月

　
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
あ
る
こ
と

松太 太丸 丸松 平≦
　田
本モ

田山
モ自

山
自本 野昼

　1【

輪タ
1動
タ車

動
車
輪

機£

τ 1工 工 械コ

店ス ス業 業店 　一店形

，
金
，

盛

鉄
工
所

鳶

四
郎
兼
・
東
善
寺

上
町
・
中
央
町

田
中
町

神
社
町
・
学
校
町

中
屋
敷
・
寺
尾

木
島
・
高
原
田

沖
立

伊
友
・
坪
山

霜
条
・
鶴
吉

（
水
道
課
）

建
築
確
認
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

建
築
工
事
届

　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
　
建
築
確
認
申
請
の
．
手
数
料
が
改
定

…
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
建
物
を
建
て
る
場
合
、
前
も
っ
て

㎜
建
築
基
準
法
に
よ
る
建
築
主
事
の
確

㎜
認
を
受
け
な
け
れ
ぱ
、
工
事
に
か
か

…
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
県
や
土

・
木
事
務
所
へ
そ
の
確
認
申
請
を
す
る

　
際
の
手
数
料
が
、
一
月
一
日
か
ら
、

下
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
確
認
申
請
が
必
要
な
の
は
次
の
よ

う
な
場
合
で
す
。

　
①
学
校
、
病
院
、
診
療
所
、
劇
場

　
旅
館
、
下
宿
、
共
同
住
宅
、
寄
宿

　
舎
、
集
会
場
、
百
貨
店
、
マ
ー
ケ

　
　
ッ
ト
、
自
動
車
車
庫
等
の
建
築
物

・
　
で
、
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ

…
　
ー
ト
ル
を
こ
え
る
甑
の
。

戸
」
：
：
」
2
一
：
5
‘
昌
0
3
』
o
σ
．
．
：
6
昌
4
・
φ
：
，
：
・
。
：
轟
ρ
。
一
：
、
2
■
の
6
　
　
；
　
甲

〔
原
稿
枚
数
〕
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用

　
紙
に
、
作
文
は
六
枚
以
内
、
詩
は
三

　
枚
以
内
。
枚
数
を
こ
え
る
と
失
格
。

〔
応
募
作
に
付
記
す
る
事
項
〕
　
◎
種

　
目
（
作
文
・
詩
）
　
◎
氏
名
（
ふ
り

　
が
な
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、
現
住

　
所
　
◎
仕
事
の
種
類
　
◎
勤
務
先
の

　
名
称
・
所
在
地
・
産
業
の
種
類
と
労

　
働
者
数
（
家
事
従
事
は
そ
の
旨
）

〔
締
め
切
り
日
〕
　
二
月
二
十
日

〔
入
選
〕
　
優
秀
作
品
六
十
編
に
労
働

大
臣
賞
お
よ
び
副
賞
を
贈
る
。
発
表

　
は
六
月
で
、
入
賞
者
あ
て
に
通
知
。

〔
原
稿
の
送
り
先
〕
　
新
潟
婦
人
少
年

　
室
（
新
潟
市
川
岸
町
一
の
五
六
、
郵

便
番
号
九
五
一
）

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課

　
②
木
造
の
建
築
物
で
、
三
以
上
の

　
階
数
を
有
し
、
ま
た
は
延
べ
面
積

　
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る

　
も
の
。

　
③
木
造
以
外
の
建
築
物
で
、
二
以

　
上
の
階
数
を
有
し
、
ま
た
は
延
べ

　
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ

検
察
審
査
会
の

　
　
　
　
利
用
を

床面緩め杏言＋（m2）　手数料（円）

　　　　　　　　　　　　　30以内　　　　　500

　　　30をこえ　100以内　　　　1・000

　　100　〃　　　　　500　〃　　　　　　　　3．000

　　500　　〃　　　　　2．000　〃　　　　　　　　　　7，000

　2，000　　〃　　　　10．000　〃　　　　　　　　　30000

10ρ00　　〃　　　50．000　〃　　　　　　　 50000
50，000　〃　　　　　　　　　　　　　　　」00000

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
傷
害
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
犯
罪
の
被
害
者
で
、
検
察
官

か
ら
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
も
ら
え
ず

ご
不
満
の
か
た
は
、
も
よ
り
の
検
察
審

査
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
審
査
会
は
、
長
岡
市
、
新
発
田
市
、

高
田
市
お
よ
び
佐
和
田
町
に
あ
る
裁
判

所
内
に
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
申
し
立
て
に
費
用
は
い
っ
さ

い
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
長
岡
市
信
濃
二
丁
目
六
番
一
号

（
新
鑑
贅
岡
支
部
構
内
）

　
　
　
　
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
え
る
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

④
県
知
事
が
市
町
村
の
意
見
を
聞
㎜

　
い
て
指
定
し
た
区
域
内
の
建
築
物
…

　
で
、
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
…

　
の
。
川
西
町
で
は
、
千
手
の
中
央
㎜

　
町
、
上
町
、
東
善
寺
の
一
部
で
、

　
通
り
に
面
し
た
地
域
で
す
。

　
ま
た
、
増
築
の
場
合
は
、
既
存
部
㎜

分
と
増
築
分
の
合
計
が
①
、
②
、
③
㎜

の
基
準
に
該
当
す
れ
ぱ
確
認
を
受
け
㎜

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
大
規
模
㎜

の
修
繕
や
模
様
替
え
の
際
も
、
確
認
㎜

申
請
は
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
な
お
、
確
認
申
請
が
必
要
な
建
物
㎜

必
要
で
な
い
建
物
の
い
ず
れ
も
、
建
㎜

築
工
事
届
を
役
場
へ
提
出
し
て
い
た
㎜

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
…

　
こ
れ
ら
は
、
工
事
着
手
前
に
提
出
㎜

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
か
ら
、
建
…

築
士
と
よ
く
相
談
し
、
手
続
き
を
怠
…

る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
…

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
土
木
課
）
　
㎜

、

監一
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1970年農林業センサス結果璽

　　　　　　　　　　（単位10戸）

1専業農家が激減
　　　くト鱒◆一　　　　　　　　　　　　　ひくレ

経営耕地規模別農家数

区　分 総　数
0．3虹我

未満

0．5　0。5
ノー）　　　1　　〔》

巳5Lα7

0．7～

　1．0

1．0～

　1．5

1．5～

　2，0

2．0～

　2．5

25ノ『v

　3．0

5．0娘

肚
農家数

｝　　　　一

185 15

虫
261ろ5
　1

47 45 15 4 1 1

一
膠

鵬
35

年

柳

團
鋤

40
年

㎜ 蕪

□
’ 100

勲

45
年

戸数

面積
（ha）

0．3未満

0．3

～
0

．5

0．5

　～
　0．7

0．7

　～
　1．0

1．0

～
1

．5

1．5

～
2

．0

2．0

　～
　2．5

2．5

　～
　3。0

3．0以上

ノ
■

！ 、
＼

、、
　、　　、　　、 、

』、　、　　『　　　～　　　　』
』「』二、一一＿～

！ 、 、　、 ＿　　　　≧
、　、　　　　　　　　　　　　　、　｝

　　、　　　、
こ、、　　、

常
川西町

￥ ￥
＼ ＼

『

！
’　『1

￥ 、
＼ ’

”　1中　魚
／

1 ！ ノ 1　　　／　！成
’ 〆

－ ’ ’
1 ’ ！ ／

新潟県
、
、

、
、 　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　、

￥　、
、

、
￥　、比

国

（単位10戸）2．専業・兼業別農家数

「区
総　数 専　業

兼　　　　　業・
分

総　数 第1種 第2種農家酬
185 15 172 96 76

郡δ年対比 △　0．8 △乙8．4 △　0．4 △2ZO 5910
減
率
　 35年対比 △↑5．6 △81．0 18．1 △　6．7 7Z6

（単位10入）口人家3．農

区 分

－一　｝　一　『

総　　　数 一一男 女

人 数 885 459 44
一　一　『

446

4．農家人口の推移
一　　　「　　　一　一　一　一

区　　分

対前回調査

減少率
対35年調査
減　少率

1戸当り
世帯人員

農家人口率

国 県 町 国 県 町 国 県 町 国 県 町

40年 12．611．2125 12．611．2125 5ろ 5．7 5．1 51．048コ 84．0

45年 12る 122 15．7 25．622．1245 4．9 5．2 4．8 25．645．0758

に
よ
る
特
例
に
当
て
は
ま
る
場
合
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
、
税
務
署
で
よ

く
相
談
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
の
点
は
、
ご
遠
慮
な
く

税
務
署
か
役
場
の
税
務
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
支
障
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
電
話
番
号
V

◎
十
日
町
税
務
署
　
・
：
：

　
　
　
十
日
町
・
二
局
三
一
八
一
番

◎
役
場
：
：
：
千
手
局
・
二
一
〇
番

お
め
で
と
う
！

　
　
，
十
人
に

　
　
米
寿
の
お
祝
い

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

ほ
ど
、
例
年
の
よ
う
に
、
呼
び
年
八
十

八
歳
に
な
ら
れ
た
か
た
が
た
に
、
長
寿

を
お
祝
い
し
て
記
念
の
座
ぶ
と
ん
を
贈

り
ま
し
た
。

　
乙
と
し
該
当
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十

七
年
生
ま
れ
の
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
か
っ
こ
内
は
世
帯
主
で
す
。
）

小川佐米丸丸田貴上平
川崎藤山山山口田村野

マミ辰常ヨ寛玉モナタ
ササ平作シ治作ヨカケ
　ハ　　　　　ハハ　房長本一重英菊杉耕三
　　　　　　　　　　代
吉吉人郎信一枝松平吉
））V）））））））
岩越藤室根原木伊木山
　ケ　　　　　　　　　野
瀬沢沢島深田落友島田

所
得
税
．
贈
与
税

申
告
と
納
税
は

3
月
1
5
日
ま
で

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
、
住
民
税
お

よ
び
事
業
税
の
申
告
の
期
限
は
、
い
ず

れ
も
三
月
十
五
日
で
す
。

　
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
る
か
た
は
、

住
民
税
や
個
人
事
業
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
税
の
申

告
を
さ
れ
な
い
か
た
は
、
住
民
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
事

業
税
に
該
当
す
る
か
た
は
そ
の
申
告
も

あ
わ
せ
て
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
等
の
納
税
相
談
会
場
へ
お
い

で
の
か
た
は
、
お
互
い
に
、
待
ち
時
間

解
消
の
た
め
、
所
得
控
除
の
欄
（
扶
養

控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
等
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
記
載
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
の
手
引
き
に
も
あ
る
よ

う
に
、
所
得
控
除
に
必
要
な
証
明
書
類

（
雑
損
、
医
療
費
、
社
会
保
険
料
、
寄

付
金
、
勤
労
学
生
控
除
な
ど
）
も
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
申
告
期
限
も
、
同
じ
三
月

十
五
日
で
す
。
早
め
に
税
務
署
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
地
や
建
物
、
機
械
器
具
等
の
資
産

を
譲
渡
し
、
所
得
税
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
か
た
は
、
租
税
特
別
措
置
法

献
血
手
帳
の

　
　
様
式
改
正

　
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
十

二
月
十
五
日
か
ら
、
新
様
式
の
献
血
手

帳
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
旧
様
式
の
手

帳
所
持
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
献
血
の

際
、
書
き
換
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
な
お
、
様
式
改
正
を
機
に
、
手
帳
を

紛
失
し
た
か
た
へ
の
再
発
行
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
保
管
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
：
：
：
：
：
：
②

〈
千
手
地
区
〉

◇
中
屋
敷
・
村
山
武
平

く
上
野
地
区
V

◇
上
野
・
富
井
正
治
◇
元
町
・
押
木

久
助
　
◇
下
平
新
田
・
清
水
富
二
郎

◇
新
町
新
田
・
若
山
三
郎
　
◇
三
領
・

水
品
正
一
郎
◇
小
根
岸
・
小
海
喜
三

郎
◇
星
名
新
田
・
田
村
文
作

〈
橘
地
区
〉

・
◇
寺
ケ
崎
・
藤
巻
敏
志
◇
塩
辛
・
高

津
正
　
◇
原
田
・
丸
山
誠
一
　
◇
根
深

・
丸
山
邦
雄
◇
下
原
・
田
中
義
勝

　
く
仙
田
地
区
V

◇
越
ケ
沢
・
小
川
伊
作

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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交
通
安
全
国
民
総
ぐ
る
み
運
動

中
央
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
附
日
飼
地
駆
交
糎
殿
田
中
与
三
郎

　
昨
年
、
全
国
の
交
通
事
故
は
、
一
万

六
千
七
百
六
十
五
人
、
一
日
平
均
約
四

十
六
人
、
三
十
二
分
に
ひ
と
り
の
死
者

と
、
九
十
七
万
七
千
四
百
八
十
二
人
の

負
傷
者
を
出
す
に
い
た
っ
だ
。

　
全
日
本
交
通
安
全
協
会
は
、
事
故
多

発
の
原
因
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
急
激
な
進
展
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

国
民
生
活
の
高
水
準
を
示
す
反
面
、
車

の
異
常
な
増
加
に
伴
う
交
通
事
情
の
悪

化
は
、
事
故
の
様
相
を
い
っ
そ
う
深
刻

に
さ
せ
、
国
民
の
悲
願
を
裏
切
る
最
悪

の
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

そ
の
底
流
に
、
他
を
顧
み
な
い
、
安
全

意
識
の
低
さ
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら

そ
の
対
策
に
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
運
転
に
徹
す
る
交
通
モ
ラ
ル
の
向
上

と
実
践
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
先
月
二
十
日
、
東
京
に
全
国
の
代
表

約
四
千
人
が
参
集
し
て
開
か
れ
た
第
十

一
回
交
通
安
全
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
中

央
大
会
は
、
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り

一
億
国
民
打
っ
て
一
丸
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
交
通
安
全
の
に
な
い
手
と
な
り
、

強
力
で
、
真
に
国
民
総
ぐ
る
み
の
運
動

を
展
開
し
、
こ
と
し
こ
そ
、
念
願
の
事

故
撲
滅
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。

　
大
会
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す

る
黙
祈
に
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
永
野

重
雄
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
地
域
・
職

域
・
運
転
者
・
婦
人
・
子
供
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
代
表
報
告
が
な
さ
れ
、
政

府
機
関
に
要
請
す
る
こ
と
が
採
択
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
前
日
の
十
九
日
、
五
部

会
に
分
か
れ
て
会
議
を
開
き
、
一
県
一

部
会
三
人
の
代
表
に
よ
る
そ
こ
で
の
意

見
の
集
約
が
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　
本
県
は
五
部
会
に
合
計
十
五
人
の
代

表
を
参
加
さ
せ
た
が
、
わ
た
く
し
は
、

地
域
組
織
部
会
に
加
わ
り
、
県
安
全
協

会
決
定
方
針
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
を
利

用
し
た
視
聴
覚
教
育
の
実
施
に
運
転
者

の
再
教
育
と
安
全
教
育
指
導
講
師
育
成

に
つ
い
て
発
表
し
、
多
大
の
反
響
を
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
て
感
銘
を
深
く
し
た
次

第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
県
参
加
者
は
、
大
会
当
日

の
午
前
中
に
、
前
日
の
各
部
会
別
代
地

報
告
を
行
な
っ
て
か
ら
大
会
に
臨
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
郡
市
か
ら
会
長
以
下
十

余
人
、
川
西
か
ら
は
、
わ
た
く
し
と
支

会
長
の
太
田
長
栄
さ
ん
が
参
加
し
た
。

　
引
き
続
き
、
大
会
は
、
宣
言
の
採
択

決
議
、
常
陸
宮
・
同
妃
殿
下
ご
来
臨
、

功
労
者
の
表
彰
、
宮
殿
下
の
お
こ
と
ぱ

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、
国

家
公
安
委
員
長
の
祝
辞
、
外
国
友
好
団

体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
被
表
彰
者
の
謝
辞

と
い
う
順
で
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
間
わ

ず
か
二
時
間
、
い
さ
さ
か
気
合
い
抜
け

の
感
が
な
く
は
な
い
。
そ
の
う
え
、
部

会
別
会
議
に
も
、
総
理
府
、
運
輸
省
、

文
部
省
、
建
設
省
、
自
治
省
等
後
援
団

体
か
ら
の
代
表
出
席
は
な
く
、
わ
ず
か

に
警
察
庁
の
課
長
補
佐
が
出
席
し
た
の

み
で
あ
る
。
ま
た
、
各
人
の
発
表
内
容

は
、
政
治
の
批
判
に
及
ぼ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
制
約
さ
れ
て
い
た
。

　
宿
願
の
交
通
基
本
法
の
制
定
を
み
る

に
い
た
っ
た
今
日
、
こ
の
大
会
に
参
加

し
て
、
交
通
安
全
の
推
進
こ
そ
、
住
民

み
ず
か
ら
の
自
覚
に
基
づ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
感
を
“
ち
だ
ん
と
深
く
し
た

　
川
西
町
は
、
す
で
に
、
い
た
い
け
な

犠
牲
者
を
出
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
事
故

撲
滅
は
、
〃
全
釘
民
に
よ
っ
て
〃
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
を
強
ぐ
訴
え
た
い
。

大
会
宣
言
の
全
文

　
昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
は

死
者
一
万
六
千
七
百
六
十
五
人
、
傷
者

九
十
七
万
七
千
四
百
八
十
二
人
。
あ
れ

ほ
ど
、
国
民
の
だ
れ
し
も
が
交
通
の
安

全
を
こ
い
ね
が
い
な
が
ら
、
ま
た
し
て

も
史
上
最
悪
の
記
録
を
更
新
し
た
。
ま

こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
今
ほ
ど
、
国
民

の
ひ
と
り
ひ
と
サ
に
、
交
通
事
故
を
防

止
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
切
実
な
命
題
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き

は
な
い
。
こ
と
し
の
交
通
安
全
国
民
総

ぐ
る
み
運
動
は
、
一
ま
ず
、
全
国
民
が
、

昨
年
ま
で
の
交
通
事
故
の
現
実
を
ふ
り

返
り
、
交
通
安
全
に
処
す
る
み
ず
か
ら

の
姿
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
か
ら
再
出

発
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
こ

の
よ
う
な
き
び
レ
い
情
勢
の
な
か
で
、

わ
れ
わ
れ
に
明
る
い
希
望
を
い
だ
か
せ

る
も
の
は
、
一
部
都
府
県
に
お
い
て
死

傷
事
故
が
わ
ず
か
な
が
ら
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
実
の
う
え

に
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
ま
で

毎
年
く
り
返
さ
れ
た
〃
こ
と
し
こ
そ
は

〃
の
決
意
を
、
ほ
ん
と
う
に
、
こ
と
し

こ
そ
実
り
あ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
に
、
第
十
一
回
交
通
安

全
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
中
央
大
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
サ
、
わ
れ
わ
れ
の
総
意

を
も
っ
て
次
の
各
項
目
の
実
践
を
誓
う

　
底
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、

　
家
庭
の
主
婦
を
中
心
と
し
た
意
識
の

　
盛
り
上
げ
を
は
か
る
。

二
　
自
動
車
運
転
者
に
対
し
て
、
交
通

　
安
全
教
育
を
普
及
徹
底
す
る
。
ま
た

　
運
転
者
み
ず
か
ら
が
安
全
運
転
の
実

　
践
と
技
能
の
向
上
に
つ
と
め
る
。

三
　
会
社
、
事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
、

　
経
営
者
み
ず
か
ら
が
、
安
全
運
転
管

　
理
に
つ
い
て
認
識
を
高
め
、
一
丸
と

　
な
っ
て
そ
の
実
践
に
つ
と
め
る
。

四
　
被
害
事
故
の
多
い
歩
行
者
、
原
付

　
自
転
車
お
よ
び
自
転
車
等
の
運
転
者

　
は
、
み
ず
か
ら
も
正
し
い
歩
行
、
正

　
し
い
運
転
に
よ
っ
て
事
故
の
防
止
に

　
つ
と
め
る
。

五
　
弱
い
立
場
に
あ
る
老
人
、
こ
ど
も

　
に
対
し
て
は
、
全
国
民
が
そ
の
保
護

　
に
手
を
さ
し
の
べ
る
。

　
右
宣
言
す
る
。

　
　
昭
和
四
十
六
年
一
月
二
十
日

　
　
　
　
第
十
一
回
交
通
安
全
国
民

総
ぐ
る
み
運
動
中
央
大
会

交
通
安
全
を
願
っ
て

阿
部
き
ん
が
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
、
中
島
町
の
阿
部
巌
さ
ん

か
ら
、
町
に
対
し
て
、
交
通
安
全
に
役

だ
て
て
ほ
し
い
と
五
千
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
は
、
先
月
二
十

四
日
に
、
長
男
の
聡
ち
ゃ
ん
（
五
歳
）

を
交
通
事
故
の
た
め
失
わ
れ
た
ば
か
り

で
、
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
か
ら

の
見
舞
金
の
一
部
を
さ
い
て
、
今
回
、

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
橋
き
ん
の
ご
遺
族

か
ら
香
典
返
し

　
故
高
橋
善
治
さ
ん
の
ご
遺
族
満
雄
さ

ん
か
ら
、
社
会
福
祉
に
役
だ
て
て
ほ
し

い
と
、
町
に
二
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
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仲
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住
民
税
は
、
固
定
資
産
税
と
並

ん
で
、
町
の
重
要
な
自
主
財
源
の

一
つ
で
す
。

　
町
政
に
要
す
る
経
費
を
住
民
が

負
担
し
合
う
こ
と
は
、
　
「
自
治
の

基
本
」
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　
住
民
税
は
、
納
税
者
自
身
で
所

得
を
計
算
し
、
税
額
を
求
め
て
納

税
（
申
告
納
税
制
度
）
す
る
所
得

税
と
異
な
り
、
申
告
書
は
、
町
が

所
得
や
税
額
計
算
を
行
な
う
た
め

の
資
料
と
し
て
の
性
格
（
賦
課
課

税
制
度
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
　
「
正
し
い
申
告
」

が
な
い
と
、
よ
り
「
公
平
」
な
負

随
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

鱗
か
雛

　
　
　
　
　
太
田
自
南
風
選

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

初
春
や
緋
に
染
み
光
る
シ
ク
ラ
メ
ン

集
配
の
職
場
守
り
て
年
賀
状

燈
の
実
の
か
が
や
き
て
初
日
射

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

野
地
蔵
の
う
づ
も
れ
て
い
て
雪
深
し

風
花
や
母
の
手
ぬ
く
く
町
歩
く

　
　
　
在
草
加
市
金
子
洋
石

春
浅
し
炉
火
ど
ん
ど
ん
と
片
田
舎

味
噌
の
量
風
邪
寝
の
妻
に
き
き
に
ゆ

く
　
　
　
中
仙
田
　
樋
　
口
純
　
一

事
務
室
の
梅
一
と
鉢
を
真
ん
中
に

　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

風
光
る
窓
の
ガ
ラ
ス
の
か
わ
き
ゆ
き

　
　
　
　
元
町
田
畑
東
洋

手
に
と
り
て
頬
か
が
や
か
に
お
年
玉

‘




